
2024年度議会活動計画（活動検証） 別紙資料１（１）

できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針１－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広聴班

方針１－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広聴班
総民・経文

方針１－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議員会

方針１－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広聴班
ICT推進チーム

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

・「かたるべサロン」の実施回数や開催時間を検討す
る。
・イベント型「かたるべサロン」を継続開催する。
・年４回「かたるべサロンニュース」を発行し、住民の
皆さんへフィードバックを行う。

【総民】
・意見交換の結果を委員会活動に反映させる。
・1回実施して終わりにするのではなく、継続的に関
り、意見交換、情報交換を続ける必要がある。
・普段なかなか拾えない声を拾いに行く。
【経文】
次年度も２団体以上との意見交換を継続する。また、
実施を目的化せず、集約された意見については、行
政施策へ反映できるものから順次、実現を図る。
【広聴】
次年度も2024年度と同様に継続して実施する。

【広聴】
・ご意見箱を役場に常設し、他の設置場所について
は次年度中に検討する。
・アンケートフォームによる意見収集を継続する。
・住民アンケートを郵送にて実施する。

【ICT】
今後も意見収集の手段として、Googleフォームを活用
する。

多くのご意見を頂戴したが、すべての意見等に対し、
住民の皆さんへフォードバックすることができなかっ
た。

議会だより11月号及び２月号において、「かたるべサ
ロンニュース」の発行に至らなかった。

【広聴】
意見箱へ13件のご意見等をいただいた。

【ICT】
Googleフォームによる意見収集の運用を開始した。1
月現在、19件の意見が寄せられており、各委員会等
へ振り分けを行っている。

活
動
計
画

1 4月から実施する。広聴班だけでなく広報班も参加する。
2 イベント型を1回実施する。【陶芸まつり】
3 かたるべサロンニュースの発行

1 総務民生、経済文教両常任委員会が、様々な団体などとの意見交換を、少なくともそ
れぞれ年間2団体を目標に実施する。

1 まちづくり勉強会（方針４－４）と組み合わせで実施する。
町民のみなさんと新十津川町に必要な議会活動について、一緒に考える機会として企
画する。

1 アナログの意見箱を設置する。
2 アンケートフォームを用いた意見収集を行う。

まちづくりワークショップの実施

住民意見の収集環境の整備

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

１.　広報班も連携し、全６回開催し、延べ25名の参加
があった。
２.　陶芸まつりにおいて実施した。
３.　議会だよりで「かたるべサロンニュース」を２回掲
載した。

【総民】
　２団体（行政区長、社会福祉協議会）と実施した。
今後も継続して実施する必要がある。
【経文】
　３団体（JAピンネフレッシュミズ、新十津川中学校生
徒会、新十津川農業高校生徒会）とのくるま座ミー
ティングを実施した。
【広聴】
　橋本区会館にて、お達者会会員17名、町議会議員
９名の26名参加のもと実施した。

令和7年2月16日、方針４－４と合同で、講師：長内紳
悟氏により参加住民と共に講義形式のワークショップ
を実施した。

　方針１　住民とのコミュニケーションを深め、積極的に情報収集する 取組状況の検証

かたるべサロンの実施

くるま座ミーティングの実施



2024年度議会活動計画（活動検証） 別紙資料１（２）

できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針２－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

総務・経文

方針２－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

運営委員会
総務・経文

方針２－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

運営委員会
総務・経文

方針２－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針２－５

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

総民・経文

【総民】
委員会終了後から委員会報告会の間で作成していた
ため、協議する時間を持てなかった。

【総民】
継続して取り組む。

※４について、「LINE WORKSのノートやコメント『も』
活用して協議する。」としたい。

【経文】
当委員会としてはほぼ計画どおりに、意見の集約や
情報共有、論点整理などは出来ていたと考えている
ので今後とも継続していきたい。ただ、計画内にある
委員会後の振り返りの部分については、より充実した
委員会運営を目指し、適宜開催方法を含めて検討し
ていきたい。

【総民】
各委員会主催での実施を継続する。

【経文】
予算審査前に実施に向けて委員会内で回数や開催
方法も含めて検討したい

【総民・経文】
決算審査前の政策協議を引き続き実施するととも
に、必要に応じて、審査後の政策協議等の実施を検
討する。

協議すべきテーマについては、その都度全体で検討
する。

【総民】
ワークシートを作成するタイミングを早める。

【経文】
今後も継続してワークシートの作成に取り組む。

【総民】
１　事前の通知が遅くなることが多かった。通知から
打ち合わせ開催日までの期間が短かったため、当日
に集約することになった。

【経文】
開催後の振り返りの場は設けていなかったが、次回
委員会開催前の協議会やLINE WORKS等でのやり取
りを通じて情報共有を行っており、個別の会議開催に
は至らなかった。

【経文】
全体での開催である程度の議論はできていたので、
特段主催しての対応は取っていなかったのが未開催
の要因

【総民・経文】
決算審査後の委員会前勉強会時に決算審査を振り
返りながら行っていたため、あえて審査後の政策協
議実施に至らなかった。

行政区活動における役員の負担軽減が必要であると
の方向性で合意したものの、具体的な提案内容の策
定には至らなかった。

【総民】
１　作成はした。
２　継続的なテーマとし、自主勉強会などを行った。
（放課後デイの視察など）
３　委員会報告会の際に全議員に配付した。

【経文】
調査事項については、ワークシートを作成し、委員会
内で共有した。また、情報提供を含め、議員控室に
ワークシートを設置し、常時閲覧可能な状態としてい
る。

【総民】
１　LINE WORKSによる意見集約は実施しなかった。

【経文】
委員会終了後、計画に位置付けていた振り返りの場
は、特に設定しなかった。また、調査事項や本会議に
向けた論点整理のための会議も別途開催しなかっ
た。

【経文】
委員会主催としては開催前・開催後の振り返りの勉
強会は開催できていない。

【総民】
決算の振り返りの政策協議は行わなかった。

【経文】
決算審査後は、別の機会を設けての政策協議は特
段行ってはいなかった。

町への要望書の提出には至らなかった。

【総民】
作成時の協議はできていなかった。

2023年度に各行政区で開催した「くるま座ミーティン
グ」において、「行政区活動の現状と課題」をテーマ
にワークショップ形式で意見交換を行った。議論の結
果、議会としての見解を取りまとめ、議会だよりの特
集として掲載した。

活
動
計
画

1 委員会資料調整前→資料調整に向け、担当課に説明を求めたい事柄について予め
INEWorksで意見集約を行ったあとに開催し協議する。
2 委員会前→委員会資料受け取り時に実施し、受け取った資料の確認と、委員会当日
の注目点や疑問点についての協議を行う。
3 委員会後→委員会の振り返りとして開催し、行政や住民が感じている問題の解決に向
け、今後の調査事項や継続審議事項、本会議に向けた注目点を整理する。また、一般
質問すべきものについて相談する。
4 その他、何かあれば都度、LINE WORKSのノートやコメントを活用して協議する。

1 予算資料をもとに勉強会及び政策協議を実施する。
2 予算審査後に常任委員会、全体での政策協議を行う。

1 決算資料をもとに勉強会及び政策協議を実施する。
2 決算審査後に常任委員会、全体での政策協議を実施する。

1 全体で協議する内容について随時実施する。
2 協議内容によっては、全員協議会の開催、要望書の提出等議会としての意思表示に
つなげていく。

1 それぞれの調査事項について、委員会内で協議しながら作成する。
2 1度の調査で終わることなく継続的に協議し、問題解決を図る。必要に応じて委員会か
ら町長に対し意見書（要望書）を提出する。
3 議員個々の活動時にも意識できるよう、更新するたびに委員に配布（配信）するほか、
委員会報告会の際に委員以外の議員にも情報提供を行う。
※ワークシートの作成は委員と分担して行う。
※行政の業務に限らず、住民の生活に関わることはすべて調査の対象になりえる。

決算政策協議の実施

特別政策協議の実施

政策協議におけるワークシートの活用

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

【総民】
１　資料調整前の打ち合わせは、毎回実施した。
２　委員会前の勉強会を実施した。
３　委員会終了後、速やかに振り返りを実施した。
４　連絡や相談については、随時活用した。

【経文】
毎回の常任委員会開催ごとに、計画どおりの協議を
行っている。また、協議後に必要が生じた場合は、そ
の都度LINE WORKSを活用し、委員会内において情
報共有や意見交換を行っている。

【総民】
１　2月27日の委員会報告会以降に実施見込み。
２　予算案議決後に実施する意向。

【経文】
委員会主催としては勉強会は開催していないが、議
会全体として3月4日に勉強会を開催し参加している

【総民】
１　2日間に分けて、総民と経文で実施した。

【経文】
決算審査前に勉強会を委員会主催で開催できた

　方針２　地域課題を分析し、住民目線で議論を展開する 取組状況の検証

委員会政策協議会の実施

予算政策協議の実施
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できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針３－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－５

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

新十津川町に適した映像配信手法について意見集
約に至っておらず、映像の切り取りや悪用が散見さ
れる昨今の情勢から、リスクを懸念する声が根強くあ
ります。そのため、現時点では試験配信を継続してい
る。

４月に委員会を開き、議会だよりの内容についてより
詳細に計画を立てて、年間スケジュールを作成する。

活動を継続しつつ、より多くの町民の方に活動内容を
知っていただくために掲載方法を検討する。

３月に活動計画に基づいた活動結果と来年度の計画
を発表する。要望に応じて報告会を開催する。

掲載すべき情報の抽出・整理を行い、掲載に向けた
プロセスを検討する。

試験配信のデータを分析・評価し、これを踏まえ、関
係機関の理解を得るものとする。

新十津川町議会として何をどのように伝えていきたい
かという「思い」を纏めて、計画や作業の分担に落とし
込むことができなかった。

掲載情報を拡充するために必要な工程を抽出でき
ず、検討が停滞した。

1 議案説明および一般質問の動画について、試験配
信を継続している。
2 映像配信のURLの配信方法について、関係機関と
の調整を経て、町広報へのQRコード掲載から町公式
LINE、町ホームページ、町議会SNSへと掲載媒体を
拡大した。

４月の委員会において、議会だよりの充実化に向け
た編集方針の策定について指摘があったが、着手で
きなかった。

特別委員会の会議録等の掲載には至らず、情報の
充実を図ることができなかった。

映像配信の対象範囲を拡大できず、現在も試験配信
を継続している。

1 できなかった。
2 オンラインご意見箱「議会ほっとライン」をHPに掲
載できた。
3 研究会を1回開催した。

活
動
計
画

1 8月、11月、2月、5月の計4回発行する。
2 議会だよりの内容を充実させるために、4月に委員会を開き議会だよりの内容の年間
スケジュールを立てる。
3 町民の方の目に議会だよりが触れる機会を増やす為の工夫をする。

1 議会の「今」が伝わる発信を行う。
2 ５W１Hを記し活動の様子がイメージしやすい内容を出来る限り早く発信する。
3 発信は活動毎に行う。

1 3月に活動計画に基づいた活動結果と来年度の計画を発表する。

1 特別委員会の会議録など、HPで掲載する情報を増やしていく。
2 オンラインご意見箱の掲載
3 他市町村議会のHPを参考に、町民に見て貰える・見やすいHPを研究する。

1 3月の試験配信を元に、新十津川町に適した映像配信の方法を検討する。
2 関係機関に理解を得て、映像配信の範囲を拡大する。

議会報告会の実施

議会ホームページを活用した情報発信

議会定例会のオンライン配信実施

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

1　予定通り発行した。
2　議会だより発行に向けた班分けを行い、4月の委
員会にて役割分担および年間スケジュールの策定を
行った。
3　２月号の発行に伴い、これまで議会だよりを置い
ていなかった町内施設（ゆめりあ、改善センター）へ
設置した。

1 議会の活動をオンタイムで伝えることができた。
2 5W1Hを記載し、議会の活動の見える化ができた。
概ね活動があった日〜その週のうちに情報発信を行
うことができた。
3 活動毎に情報発信を行うことができた。

1か月遅延して、4月に実施した。

　方針３　議会活動を分かりやすく住民に伝える 取組状況の検証

議会だよりの作成と情報発信

議会SNSによる情報発信
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できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針４－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針４－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針４－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議員会・総
民・経文

方針４－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議員会

事前協議の充実を図り、確実に一般質問へ反映させ
る。

研修計画に基づき、議員個人を対象とした研修をす
べて完了する。

【議員会・総民・経文】
新たなテーマを含め勉強会を実施する。

事務局に提出した後、協議日程を定めていなかった
ため

事前協議の時間を有効に活用することができず、質
疑に至らない事例が見受けられた。

令和7年2月16日
方針1－3と合同で、講師：長内紳悟氏により
参加住民と共に講義形式のワークショップを開催

活
動
計
画

1 一般質問に向けた情報交換会を開催することで質問テーマなどの気づきを促し、一
般質問の促進につなげる。
2 一般質問ワークシートの見直しを行い、論点整理の精度を高める。

1 研修計画に基づく研修の実施。
2 研修受講者による、伝達研修を行い議員全体のレベル向上を目指す。

【議員会】
2023年度実施できなかったテーマ又、新たなテーマを含め勉強会を開催

【総民・経文】
委員会所管事項が抱えている問題や調査事項について理解を深めるため、適宜自主
勉強会を開催する。

1 外部の講師による、町民参加によるまちづくり勉強会を１回開催
2 講義形式の他、ワークショップ（方針１－３）と組み合わせで実施

勉強会の実施

まちづくり勉強会の実施

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

・ワークシート活用の定着を図った。
・事前に相談に応じ、助言を行った。
・事前協議の時間を確保するため、事務局への提出
期限を前倒しした。

１　研修計画に基づき
　　自主研修　５名
　　指定研修　１名が研修に参加した。

２　全体ミーティングにおいて、研修修了者から内容
の報告を行い、全体で共有した。

【議員会】
7月16.17日　管外視察研修（士別市、下川町、鷹栖
町）
8月6日　　区長会との意見交換会及び懇親会
9月27日　議員会勉強会を動画研修により実施
　　　　　　　「議員のためのハラスメント防止研修」
11月25日　橋本区団体との意見交換会（17名参加）
【総民】
・リサイクリーン、エネクリーンの視察勉強会実施。
・滝川市ファミリーサポートセンター、放課後等デイ
サービス　きっずでいここ、かおる園の視察勉強会実
施。

　方針４　住民の代表としての役割を遂行し、議員力を高める。 取組状況の検証

一般質問の積極的実施

研修会の実施
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できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針５－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

推進会議

方針５－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針５－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

モニター推進チーム

方針５－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

ＩＣＴ推進チーム

方針５－５

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

ＢＣＰ推進チーム

方針５－6

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

新十津川町にとって必要な議会モニター制度を導入
する為、必要性や役割について住民と一緒に考える
ことに重点を置いた結果、2024年度中の制度の構築
には間に合わなくなった。そのため、制度の素案は議
会側で作成し、試行しながら素案に修正を加えていく
方針に転換した。

チーム内での情報共有が不足していた。

他の制度設計を優先したので、策定に向けての協議
する場を設けることができなかったため。

各プロジェクトを実行する段階まで進め、2026年度実
施に向け準備を進める。

基本条例の素案を全体協議し、2026年度制定に向け
準備を進める

議会モニターを募集し、2025年４月から試験運用を実
施する。適宜、モニター制度の素案に修正を加え、
2026年４月からは、実際に予算措置したうえで本格
稼働させる。

まずは、委員会内でのタブレット等の使用実績を踏ま
え、適宜継続していくオンライン会議システムやタブ
レット本格導入に向けた情報収集も含めて、チーム内
での検討後、議会全体での情報共有に務める

策定した新十津川議会BCP計画の訓練を通じて内容
の精査を行っていく。

町のハラスメント条例が令和7年4月に施行される。こ
の町側の条例の内容を鑑み、議員側のハラスメント
条例案を作成し、2026年度策定に向け準備を進め
る。

議員勉強会にてハラスメントに関する勉強会を実施。

2025年度からの本格始動は間に合わなかった。

ビッグデータの活用などのソフトの部分の充実に関し
ては、議会全体での整備や推奨、検討等には至って
いない。

議会としての方針策定
条例案の策定

１　各リーダーとの情報を共有し、各プロジェクトの進
捗を把握。各プロジェクトとも目標に向け着実に前進
している。

２　各プロジェクトの中で全体協議の必要な段階で全
体協議を行い進めることができた

他自治体の条例制定の経緯、条例の構成を研究し
た。

7月まで月に１度、議会モニター準備会議を実施し、
議会、行政、住民の関係における現状の問題点を整
理した。
　整理した問題点から、議会側でモニター制度の素
案を作成した。

チーム内で先進事例の情報収集は適宜出来ている。
Googleフォームでの意見収集（19件）も確立済み。電
子会議システムの実施に向けた、情報収集について
は、システム会社のオンラインセミナーを受講（チー
ムリーダー）し、チーム内での情報共有済み。まず、
電子会議システムの本格実施に向けた第1歩として、
委員会内で議員自身のPC・タブレット等の持ち込み
を許可し使用できるような規定の改正に着手し、2月
の委員会での運用を開始した。

新十津川町議会BCP計画の素案を作成し、全体ミー
ティングで協議。9月10日開催の全員協議会を経て
完成に至った。

活
動
計
画

1 各チームリーダーとの情報共有を図り、各プロジェクトを推進する。
2 必要に応じて推進会議を開催し、全体協議を行う。

1 まちづくり条例に組み込むか、単独条例とするかの方向性を決定する。
2 条例の素案を作成する。

1 住民と協議を継続し、仮運用をしながら、住民、議会、行政それぞれにとってよりよい
制度を目指し構築していく。
2 住民視点に重点を置き、議会側で会議の結末を誘導しないように注意する。
3 2024年度中に構築を行い、2025年度からの本格始動を目指す。

1 ペーパーレス化・タブレット導入については、引き続き導入に向けた先進事例など情
報収集に務める。
2 オンラインプラットフォームを活用した意見収集方法の確立を目指す
3 議会内での電子会議システムの実施に向けた検討
4 ペーパーレス化やタブレット導入に関わらず、国や行政機関等で公表しているビッグ
データを活用するなど、ソフトの部分でもICT活用を進めるよう今後も情報収集に努める

1 新十津川町議会ＢＣＰ計画の素案（骨格）づくりを行う。
2 議員間での勉強会を実施する。
3 ＢＣＰ計画策定自治体への視察研修を実施する。
4 ＢＣＰ素案の共有と町災害対策事務局との協議を行い完成形に近づけていく。

1 ハラスメント条例の制定に向けた議会の方針を決定する。
2 議会発議によるハラスメント条例案を策定する。

議会モニター制度の制定

議会ICT環境の整備

災害時に備えた議会運営体制の整備

安心して議会活動に取り組める環境整備

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

　方針５　効率的かつ効果的な議会活動に向けた環境整備を行う 取組状況の検証

議会活性化推進会議の設置

議会活動を具現化する制度の制定


